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平成２６年１月３１日、全県各地から参加した生涯学習
及び社会教育関係職員、富山県から視察に見えられた３名
の方々を含めて総勢２００名を超える研究大会が当生涯学
習センターで開催されました。
講師に、宇都宮大学地域連携教育研究センター准教授の

佐々木英和氏をお迎えして、大会テーマに沿い、生涯学習
及び社会教育関係者に求められる知識を深めるとともに、
関係者相互の情報を交換し合い、広域的ネットワークの形
成に取り組んだ一日となりました。
佐々木准教授は講義・演習において、『「学びあい」の生

涯学習・社会教育』と題し、「教育」とは「引き出すこと」
により「育むこと」であり、生涯にわたる「学びあい」の
重要性を説かれました。そのためには、子どもも大人もコ
ミュニケーション能力の育成が求められ、「聞くふり上手が
話し上手を育てる」と笑いを誘いながら、「聞く」「聴く」「訊
く」の違いに触れ、特に、相手の言葉を引き出す「訊く」
というインタビューする力が一番重要であるとお話しされ
ました。
特に、『「生涯活躍」としての社会参加』を提唱され、学

んだこと（充電型）を行動（放電型・交流型）に移し、更
に学び続ける循環型活動こそが、秋田の抱える様々な課題
を解決するヒントになることを教示してくださいました。
［事例紹介］

①「子どもたちの喜ぶ姿を楽しみに～みさと世話好きマイスターの取組～」
みさと世話好きマイスター 佐 藤 健 良 氏

②「秋田市中央地域における生涯学習奨励員の取組～地域づくり自主企画事業を中心に～」
秋田市生涯学習奨励員会会長 加 藤 長二郎 氏

③「学びの成果を地域活性化に生かす！～行動人連携学習プログラム開発事業から～」
秋田県生涯学習センター副主幹 高 橋 英

当生涯学習センターで「フラワーアレンジメ

ントを楽しむ会」を開催している代表の方が

１階エレベーターホール前に季節のお花を展

示してくださっております。

２月のアレンジメント（左）はバレンタイン

にちなみ、手前のチョコも一役。

ひととき

「生涯学習（学習
ニーズ）」から
「生涯活躍（発揮
ニーズ・活躍ニー
ズ）」へ

２ 月 ３ 月
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講師の佐々木英和氏

ペアワークやグループ活動をしや
すいように向き合った座席配置。
終日熱気に包まれました。



平成２６年２月２１日、第６３回という長い歴史を誇る
秋田県自作視聴覚教材交流発表会が当生涯学習センターで
行われました。
当日は、小学６年生から８０代までの方々が制作した６
作品が発表されました。伝統芸能の活動記録、生物の生態、
生徒が練習しやすいようにダンスの映像を左右反転させた
中学校「ダンス」の指導教材、湯沢市立皆瀬小学校の６年
生７名が「総合的な学習の時間」に調べた学習の成果をま
とめたスライドショーなど、見応えのある作品ばかりでし
た。
審査の結果、最優秀賞２点、優秀賞２点、奨励賞２点の
賞が授与されました。
出品作品（平成２０年度以降）については、当生涯学習
センターで視聴、教材として各学校・社会教育施設等に貸
し出しすることができます。ぜひ、ご活用ください。

最優秀賞 「Ｓｔｒｅｅｔ Ｄａｎｃｅ “Ｏｎｅ”」（ＤＶＤ教材）
小坂町立小坂中学校 教諭 佐 藤 脩 平

最優秀賞 「蝶のすべて」（ＤＶＤ教材）
羽後町 メディアバンクみるわーく 福 嶋 信 治

平成２５年度 県民総「行動人」推進事業自主企画講座

地域で生涯学習振興のために活動しているグループの一
つである「秋田の自然を学ぶ会」は、今年度、当生涯学習
センターにおいて、講師にコラムニストの小松寿一氏（秋
田市在住）をお招きして、自主企画講座「幸齢社会の楽し
み」を１０回にわたり開催しました。
演題は文学作品や歴史を素材としてバラエティーに富

み、ソフトな語り口とともに含蓄に富んだ講話は講座の参
加者を「幸齢社会の楽しみ」へと誘っておりました。

演 題 “心の備え”こそ真の老後の備え

第７回（１１／７） 自在に、闊達に エルダーの底光り

第 8回（１２／５） 処世語の味わい 中国古典の名句

第 9回（ ２／６） 勝者の一言 武将の言行録

第１０回（ ３／６） クールジャパン 絶妙「習慣語」

秋田の自然を学ぶ会［マナビィ・スタッフ］ 学びから行動へ！

講師の小松寿一氏

発表の様子

受講者の皆さん


